
対応項目 チェック

1 具合の悪い方は、参加しないようあらかじめ参加者に周知してください。 □

2 感染者が発生した時の為、参加者全員の名前と連絡先を把握してください。 □

3

開催規模（人数）を縮小してください。

※収容率は50％以内。

※感染リスクが高まる3つの条件（密閉空間・密集場所・密接場面）は引き続き、徹底的に警戒。

　　密になりがちな集会も回避。

□

1 各研修室に常備してある手指消毒液を入り口に設置してください。 □

2 出欠の確認を行うなど、当日の参加者を把握してください。（電話番号・メールアドレスなど） □

3
入口で参加者の健康チェック（体調不良者の確認・検温）をしてください。

※非接触型体温計の貸出し有
□

4 発熱者や具合の悪い方には参加を認めないでください。 □

5 接触確認アプリ（COCOA）や岐阜市withコロナ追跡サービスを奨励してください。 □

6 入室の際、設置した手指消毒液で参加者の手指を消毒をしてください。 □

7 入退出時の密集回避（時間差入退出等）、待合場所等の密集回避を行ってください。 □

8 咳エチケット及び頻繁な手洗いを呼びかけてください。 □

9 マスクの着用を徹底してください。※フェイスシールドやマウスシールドの単独使用は不可 □

10
室内に置いてあるテーブル拭き用アルコールで、出入口やウイルスが付着した可能性のある場所等、

こまめな消毒を実施してください。（ペーパータオルは受付でお渡しします）
□

11 参加者に対し、活動前後で感染防止の注意喚起をしてください。 □

12

利用の目的や性質に応じて、可能な限り大声を出さないでください。
　

　※大声を伴う可能性のある活動では、隣席との身体的距離の確保、同一の観客グループ間(5名以内)では、

　　 座席を空けずグループ間は1席(立席は1m)空ける、演者が発声する場合は舞台から観客の間隔を2m確保、

　　 混雑時の身体的距離を確保した誘導、密にならない程度の間隔(最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔)

□

13 食事を提供する場合は事前に報告すると共に、食事等による感染防止を徹底してください。 □

14 定期的に外気を取り入れる換気を実施してください。（換気扇や室内の扇風機をご利用ください） □

1
使用後にテーブル拭き用アルコールで机やドアノブ等を消毒してください。

（テーブル拭き用アルコールは手指に使用しないでください）
□

2
消毒に使用したペーパータオルはビニール袋に入れて受付横のゴミ箱に捨ててください。

（ペーパータオルとビニール袋は受付でお渡しします）
□

3
参加した者の中に感染者が発生した場合、岐阜市保健所（058-252-7191）の指示に従い、

調査に協力してください。
□

感染防止対策責任者（当日参加者名簿問い合せ先）：　　　　  　　　　　　　　電話番号：

新型コロナウイルス感染症対策実施チェックシート

●生涯学習センターの研修室等をご利用の方は、このチェックシートに記載の各項目の実施を徹底して

   いただきますようお願いいたします。

●ご利用後は、対応した項目に☑を入れ、「開催日」「団体名」「感染防止対策責任者」「連絡先」を記入

　 の上、受付窓口に提出してください。

▶事前の準備

▶当日の対応

▶事後の対応

開催日：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名：

●詳細は、内閣官房「来年2月末までの催物の開催制限について（R2.11.12）」、

　 岐阜県「コロナ社会を生き抜く行動指針」をご覧ください。


